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一 般 質 問

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　

議
員

　本
市
は
重
度
心
身
障

害
者
（
１
級
・
２
級
、
療
育

手
帳
Ａ
・
Ａ
）
に
タ
ク
シ
ー

券
を
年
間
48
枚
交
付
し
て
い

る
が
、
重
度
以
外
の
障
害
者

で
も
、
歩
行
が
困
難
で
通
院

な
ど
の
日
常
生
活
で
困
難
を

強
い
ら
れ
て
い
る
。
幾
つ
か

の
市
で
障
害
３
級
ま
で
対
象

と
し
て
い
る
の
で
、
本
市
で

も
下
肢
な
ど
の
障
害
者
は
３

級
ま
で
拡
大
で
き
な
い
か
。

福
祉
部
長

　こ
の
制
度
は
重

度
障
害
者
を
対
象
と
し
た
も

の
で
あ
り
、
現
段
階
で
は
、

利
用
者
の
拡
大
に
つ

い
て
は
考
え
て
い
な

い
。

議
員

　本
市
は
埼
京

線
開
通
後
、
マ
ン
シ

ョ
ン
が
ど
ん
ど
ん
建

設
さ
れ
、
人
口
も
大

幅
に
増
え
て
き
た
。

し
か
し
、
マ
ン
シ
ョ

ン
建
設
に
伴
う
住
環

境
の
悪
化
も
進
ん
で

い
る
。
市
は
住
環
境

を
守
る
た
め
、
マ
ン

シ
ョ
ン
建
設
に
当
た

り
、
宅
地
開
発
指
導

要
綱
を
定
め
、
宅
地
開
発
業

者
に
車
の
出
入
り
口
、
緑
地
、

集
会
場
、
ご
み
置
き
場
な
ど

に
つ
い
て
指
導
を
行
っ
て
い

る
が
、
市
と
業
者
の
協
議
だ

け
で
指
導
が
行
わ
れ
、
住
民

の
意
向
が
十
分
に
反
映
さ
れ

て
い
な
い
。
指
導
に
当
た
っ

て
は
、
住
民
の
意
見
・
要
望

を
聞
い
た
上
で
指
導
で
き
な

い
か
。

都
市
整
備
部
長

　市
と
し

て
、
マ
ン
シ
ョ
ン
建
設
業
者

に
住
民
の
方
々
の
意
見
や
要

望
に
対
し
、
十
分
対
応
す
る

よ
う
指
導
し
て
い
る
。

各
課
に
は
協
議
に
際
し
、

技
術
基
準
を
も
と
に
、
現
場

の
状
況
に
即
し
て
指
導
し
て

い
る
が
、
今
後
と
も
周
辺
環

境
へ
の
影
響
に
配
慮
し
た
開

発
と
な
る
よ
う
、
よ
り
一
層
、

市
民
の
意
見
や
要
望
を
傾
聴

し
な
が
ら
指
導
し
て
い
き
た

い
。

重度障害者タクシー券
　　　　　　　　　拡大
重度障害者タクシー券の
　　　利用対象者の拡大を

望月　久晴　議員

「現段階では利用者拡大を考えていない」

が
か
な
り
少
な
く
思
う
。

　本
市
の
社
会
構
造
の
変

化
、
市
民
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル

の
多
様
化
等
、
時
代
の
変
化

に
対
応
し
た
公
共
施
設
、
機

能
の
配
置
を
見
直
す
時
期
に

来
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と

思
う
が
、
い
か
が
か
。

総
務
部
長

　公
共
施
設
再
整

備
に
当
た
っ
て
は
、
ラ
イ
フ

サ
イ
ク
ル
コ
ス
ト
の
縮
減
、

地
域
に
開
か
れ
、
だ
れ
も
が

安
全
に
利
用
で
き
る
施
設
、

環
境
に
優
し
い
持
続
可
能
な

施
設
と
考
え
て
い
る
。
市
全

体
の
適
正
配
置
及
び
再
整
備

に
つ
い
て
、
第
４
次
総
合
振

興
計
画
の
中
で
検
討
し
て
い

き
た
い
。

議
員

　本
年
度
か
ら
建
て
替

え
計
画
に
入
る
学
校
給
食
セ

ン
タ
ー
の
跡
地
利
用
は
、
今

後
、
当
該
地
域
住
民
が
だ
れ

も
が
自
由
に
利
用
で
き
る
施

設
整
備
を
考
え
る
べ
き
と
思

う
が
。

財
務
部
長

　ま
ず
は
庁
内
に

お
い
て
今
後
の
利
用
計
画
の

意
向
調
査
を
行
い
、
方
向
性

を
決
定
し
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
る
。

議
員

　本
市
の
基
盤
整
備
は

全
国
の
自
治
体
の
中
で
も
大

変
進
ん
で
お
り
、
そ
の
も
と

は
昭
和
12
年
か
ら
30
年
に
施

行
さ
れ
た
戸
田
土
地
区
画
整

理
で
あ
る
。
そ
の
面
積
も
本

市
最
大
の
規
模
の
事
業
が
行

わ
れ
た
結
果
、
こ
の
地
域
に

多
く
の
事
業
所
等
が
集
積
さ

れ
、
こ
こ
か
ら
生
み
出
さ
れ

　
　
　
公
共
施
設

　
　
　
適
正
な
配
置
計
画

本
市
の
公
共
施
設
の

　
　
　
適
正
な
配
置
計
画
は

栗
原

　
隆
司  

議
員

「
次
の
総
合
振
興
計
画
で
検
討
し
た
い
」

た
多
く
の
税
収
等
や
、
隣
接

す
る
競
艇
事
業
か
ら
の
配
分

金
に
よ
っ
て
、
現
在
あ
る
多

く
の
公
共
施
設
整
備
に
多
大

な
貢
献
が
さ
れ
た
と
言
っ
て

も
過
言
で
な
い
と
思
う
。

そ
し
て
、
そ
の
多
く
の
公

共
施
設
は
、
昭
和
40
年
代
か

ら
50
年
代
に
建
設
さ
れ
、
そ

の
時
代
の
市
民
ニ
ー
ズ
を
踏

ま
え
な
が
ら
施

設
建
設
さ
れ
た

と
こ
ろ
で
あ
る
。

し
か
し
、
全
市

的
観
点
か
ら
見

て
、
果
た
し
て

バ
ラ
ン
ス
よ
く

配
置
さ
れ
て
い

た
か
と
い
う
疑

問
が
残
る
。
特

に
、
こ
の
地
域

に
つ
い
て
は
、

学
校
等
の
公
共

施
設
を
除
い
た

市
民
利
用
施
設

▲建て替え後の跡地の有効利用を（学校給食センター）

▲

マ
ン
シ
ョ
ン
開
発
の
つ
ち
音
が
響
く

市
街
地

宅
地
開
発
指
導

要
綱
の
運
用
は

住
民
参
加
で
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議
員

　交
通
事

故
や
急
病
で
心

肺
停
止
に
陥
っ

た
人
の
命
を
救

う
の
に
、
大
き

な
威
力
を
発
揮

す
る
自
動
体
外

式
除
細
動
器

（
Ａ
Ｅ
Ｄ
）。

　医
療
従
事
者

以
外
の
一
般
市

民
で
も
使
用
可

能
と
な
り
、
Ａ

Ｅ
Ｄ
の
設
置
が

急
速
に
進
め
ら
れ
て
い
る
。

一
人
で
も
多
く
の
人
が
使
用

で
き
る
よ
う
に
、
市
民
に
働

き
か
け
、
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
知
識
や

操
作
が
で
き
る
人
を
増
や
し

て
い
か
な
く
て
は
、
本
来
の

設
置
目
的
が
達
成
さ
れ
な

い
。
市
民
が
人
命
救
助
へ
の

高
い
意
識
を
も
っ
て
行
動
で

き
る
「
救
命
士
」
づ
く
り
こ

そ
、
本
市
の
普
及
推
進
に
と

っ
て
不
可
欠
と
考
え
る
。

　今
後
の
設
置
促
進
や
救
急

講
習
へ
の
普
及
推
進
（
事
業

所
、
小
中
学
校
、
学
校
開
放

利
用
団
体
、
小
児
等
）
の
取

り
組
み
を
伺
う
。

消
防
長

　Ａ
Ｅ
Ｄ
及
び
救
命

講
習
の
普
及
推
進
に
つ
い
て

は
、
よ
り
多
く
の
方
に
理
解

い
た
だ
く
た
め
に
、
広
報
紙

や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
、
各
種

イ
ベ
ン
ト
で
情
報
提
供
に
努

め
て
い
く
。

　救
命
講
習
の
受
講
を
促
進

す
る
た
め
に
、
講
習
会
を
週

２
回
か
ら
３
回
に
し
、
新
た

な
講
座
の
メ
ニ
ュ
ー
も
準
備

す
る
な
ど
、
関
係
機
関
や
団

体
と
よ
く
連
携
を
と
り
、
積

極
的
に
推
進
し
て
い
く
。

議
員

　携
帯
電
話
の
中
に

は
、
レ
ア
メ
タ
ル
（
希
少
金

属
）
が
含
ま
れ
て
お
り
、
使

用
済
み
の
電
話
が
地
球
の
貴

重
な
資
源
と
し
て
リ
サ
イ
ク

ル
さ
れ
る
こ
と
が
望
ま
れ

る
。　各

家
庭
配
付
の
ご
み
分
別

案
内
に
「
捨
て
て
は
い
け
な

い
物
」「
廃
棄
は
販
売
店
で
」

と
の
記
載
は
で
き
な
い
か
。

市
民
生
活
部
長

　市
民
の
方

に
使
用
済
み
携
帯
電
話
の
資

源
と
し
て
の
リ
サ
イ
ク
ル
に

協
力
い
た
だ
け
る
よ
う
、
来

年
度
配
付
の
ご
み
分
別
案
内

の
中
で
周
知
し
て
い
く
。

〝救命士〟　　　　推進〝救命士〟づくりの推進は

手塚　静枝　議員

「多くの方が受講できる工夫をする」

職
員
と
給
食
担
当
者
に
徹
底

し
て
い
る
。
調
理
員
は
手
洗

い
、
服
装
、
検
便
、
水
質
な

ど
を
毎
日
、
自
主
点
検
し
て

い
る
。
食
中
毒
の
疑
い
や
調

理
従
事
者
が
感
染
し
た
場
合

は
、
園
長
が
医
師
の
診
察
結

果
を
確
認
し
、
市
担
当
課
へ

連
絡
、
保
健
所
に
連
絡
し
、

対
策
を
講
じ
る
。

議
員

　実
際

に
感
染
事
例

は
あ
っ
た
の

か
。
そ
の
場

合
の
対
策
は
。

こ
ど
も
青
少

年
部
長

　過

去
に
ノ
ロ
ウ

イ
ル
ス
感
染

が
子
ど
も
と

調
理
員
に
１

件
ず
つ
あ
っ

た
が
、
集
団

で
は
な
い
と
判
断
し
、
保
健

所
連
絡
は
し
て
い
な
い
。

議
員

　マ
ニ
ュ
ア
ル
が
十
分

生
か
さ
れ
て
い
な
い
の
で
は

な
い
か
。
事
故
を
出
さ
な
い

た
め
に
も
、
委
託
責
任
者
は

乳
幼
児
給
食
調
理
の
長
期
の

経
験
者
と
す
る
べ
き
で
は
。

　ま
た
、
他
で
食
中
毒
を
起

こ
し
て
い
る
業
者
が
あ
る
。

事
故
の
有
無
も
委
託
の
選
定

基
準
と
す
る
べ
き
で
は
な
い

か
。

こ
ど
も
青
少
年
部
長

　委
託

責
任
者
は
２
年
以
上
の
経
験

者
を
条
件
と
し
、
対
応
し
て

い
る
。
食
中
毒
事
故
の
有
無

に
つ
い
て
は
検
討
す
る
。

議
員

　ト
イ
レ
の
個
室
内
に

乳
幼
児
を
座
ら
せ
て
お
く

「
ベ
ビ
ー
キ
ー
プ
」
の
設
置

を
進
め
て
ほ
し
い
。

財
務
部
長

　市
役
所
、
文
化

会
館
、
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
、

コ
ン
パ
ル
等
は
設
置
済
み
。

未
設
置
の
施
設
に
も
で
き
る

だ
け
早
く
設
置
し
た
い
。

議
員

　本
市
の
公
立
保
育
園

は
平
成
13
年
度
か
ら
民
間
委

託
を
進
め
て
い
る
。
食
の
安

全
が
問
わ
れ
る
事
件
が
続
く

が
、
食
中
毒
を
起
こ
さ
な
い

た
め
の
衛
生
管
理
と
、
市
の

危
機
管
理
体
制
は
。

こ
ど
も
青
少
年
部
長

　衛
生

管
理
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
保
育
園

▲上手に、おいしく召しあがれ（笹目川保育園）

安
全

　
保
育
園
給
食

安
全
な
保
育
園
給
食
を

岡
嵜

　
郁
子  

議
員

「
安
心
・
安
全
な
給
食
提
供
に
努
め
る
」

▲万一の場合に役立つ救命講習をぜひ

公
共
施
設
に
ベ
ビ
ー

キ
ー
プ
の
設
置
を

携
帯
電
話
の

リ
サ
イ
ク
ル
推
進
を


